


17

5.  端子 (11) をマルチメータキットのケーブル 
(12) に接続する。

注意 :

残留電圧値を測定するには、マルチメータをDC電圧測定モードにセットする。

6.  端子 (13)を図のように接続し、トラクション・
バッテリの HV+と HV-間に電圧がないこと
を確認する。

   測定電圧値 (14)は 1V未満でなければならな
い (表示されている例では、電圧は 0.002 V > 
OK)。

警告 :

これらの条件が満たされておらず、電圧が 1ボル
トを超えている場合、車両の高電圧システムは安
全性が確保されていない。作業を続行せず、テク
ニカル・サポートに連絡して指示を仰ぐこと。

7.  電気接続 (10)と (6)を接続し、高電圧バッテリとインバータ間の高電圧配線ファスナを元に戻す。
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警告 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能性のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外した電気接続
部には専用装置 (2000037193)に付属の保護キャップを取り付ける。

注意 :

液体を高電圧構成部品の電気接続部に接触させないこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる原因になる。
そのような物質を除去することは困難であり、汚染された高電圧構成部品の交換が必要になる。

8.  測定した日時、作業者の氏名、測定した電圧および抵抗値を記録する。

9.  フロント・ウインドウおよびリヤ・ウインドウ
に設置した標識を、車両の安全性が確保された
(高電圧システムが起動していない )ことを示
す標識と交換する。

10.  オレンジ色の高電圧ケーブルとコネクタ、および高電圧シンボルのラベルが貼られた高電圧構成部品に
物理的な損傷がないか点検する。

注意 :

損傷した高電圧ケーブルや構成部品にプローブ、工具、物体を接触させたり、液体をかけたりしてはな
らない。
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クーラントの抜き取り

準備作業
1.  車両をリフトに載せる。
2.  外していない場合は、車両底部のスキッド・プレートを取り外す。(P14を参照 )
3.  外していない場合は、トラクション・バッテリ・ガードを取り外す。(P13～ 14を参照 )
4.  スクリュ (1)、ナット (2)を緩め、トラクション・
バッテリ・リヤ・ガード (3)を取り外す。

5.  クーラントのリザーバータンクのキャップ (4)
を外す。

電動ドライブトレイン冷却回路の排出

警告 :

電気駆動チェーン冷却回路の液体がすべて入る大きさの容器を使用する。

注意 :

エンジンの下に清潔なトレイを置き、電気駆動チェーン冷却回路のクーラントを回収する。
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1.  冷却パイプ (1)を 3ウェイ・ソレノイド・バル
ブ ("a"、"b"の部分 )から切り離す。

2.  クーラントを排出する。
3.  圧縮空気で電動トラクション・チェーンの冷却
回路を空にする。

4.  冷却パイプ (1)を接続する。

5.  冷却パイプ (2)をトラクション・バッテリ ("c"、
"d"の部分 )から切り離す。

6.  クーラントを排出する。
7.  圧縮空気で電動トラクション・チェーンの冷却
回路を空にする。

注意 :

クーラントがすべて排出されたことを確認する。

8.  冷却パイプ (2)を接続する。

9.  冷却パイプ (3)をエア・コンディショナ・ボッ
クス ("e"、"f"の部分 )から切り離す。

10.  クーラントを排出する。
11.  圧縮空気で電動トラクション・チェーンの冷却
回路を空にする。

注意 :

クーラントがすべて排出されたことを確認する。

12.  冷却パイプ (3)を接続する。
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高電圧バッテリの取り外し

1.  クイック・コネクタ (1a)を操作して、低温シ
ステム・クーラント・インレットおよびアウト
レット・パイプ (1b)をトラクション・バッテ
リから外す。

注意 :

クーラントを適切な容器に回収する。

2.  ナット (2)を緩め、アース配線を切り離す。
3.  ワイヤリング・ハーネス (3)をリテーナ (「a」
の部分 )から切り離す。

4.  電気接続を切り離し (「d」の部分 )、エレクト
リック・パーキング・ブレーキ /ABSシステム
の配線 (4)をリテーナから外す (「e」の部分 )。
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5.  リヤ・バッテリ側で、タブ (3a)を「UNLOCK」
位置に動かし、タブ (3b)を押し下げて高電圧
コネクタのセーフティ・ロックを外してから、
高電圧コネクタ (5)を取り外す。

警告 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能性
のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外した電
気接続部には保護キャップを取り付ける。

注意 :

液体を高電圧構成部品の電気接続部に接触させ
ないこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる
原因になる。

6.  リヤ・バッテリ側で、高電圧電気接続 (6、7、8、9)
を切り離し、トラクション・バッテリのリテー
ナ (10)から電気配線を外す。

警告 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能性
のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外した電
気接続部には保護キャップを取り付ける。

注意 :

液体を高電圧構成部品の電気接続部に接触させ
ないこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる
原因になる。

7.  リヤ・バッテリ側で、トラクション・バッテリ
のワイヤリング・ハーネスを固定しているリ
テーナ (11)を外す。
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8.  フロント・バッテリ側で、トラクション・バッ
テリの高電圧電気接続部 (12、13)を切り離す。

警告 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能性
のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外した電
気接続部には保護キャップを取り付ける。

注意 :

液体を高電圧構成部品の電気接続部に接触させ
ないこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる
原因になる。

9.  トラクション・バッテリ (15)中央の固定スク
リュ (14)を外す。

10.  トラクション・バッテリ (15)を支えるために、
工具 2070200080 (16)を備えた適切な油圧
リフトを配置する。

警告 :

リフティングテーブルで、ワイヤリング・ハーネ
スを損傷したり、つぶしたりしないでください。

警告 :

トラクション・バッテリ (15)の冷却システムを
損傷したり、つぶしたりしないでください。
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11.  油圧リフトでトラクション・バッテリ (15)を
支え、側面を固定しているスクリュ (17)を外す。

12.  油圧を少し下げ、ワイヤリング・ハーネス (18)
をトラクション・バッテリのすべてのリテーナ
(19)から外す。

13.  油圧リフト (16)を完全に下ろし、トラクション・
バッテリ (15)を取り外す。
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14.  適切な工具を使用して、トラクション・バッテ
リ冷却パイプのリテーナ (20)を引き抜く。

15.  冷却パイプをトラクション・バッテリに固定し
ているスクリュ (21)とナット (22)を外す。

16.  バッテリの下から冷却パイプ (23)を切り離し、
ガスケットを取り外す。

注意 :

クーラントの漏れを適切な容器に回収する。

17.  トラクション・バッテリまでの冷却パイプの固
定ナット (24)を外す。
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18.  冷却パイプをトラクション・バッテリに固定し
ているナット (25)とスクリュ (26)を外す。

19.  バッテリの下から冷却パイプ (23)を切り離し、
ガスケットを取り外す。

注意 :

クーラントの漏れを適切な容器に回収する。

20.  冷却パイプをトラクション・バッテリに固定
しているナット (27)とスクリュ (28)を外す。

21.  バッテリの下から冷却パイプ (23)を切り離し、
ガスケットを取り外す。

注意 :

クーラントの漏れを適切な容器に回収する。

22.  冷却パイプ (23)をトラクション・バッテリか
ら取り外す。

注意 :

クーラントの漏れを適切な容器に回収する。
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高電圧バッテリの梱包

警告 :

・ トラクション・バッテリの入った木箱の荷降ろしや取り扱いには、適切な能力のフォークリフトを使
用する。

・梱包容器やトラクション・バッテリ・アッセンブリを高い場所に保管しないこと。
・梱包容器とトラクション・バッテリは平らな床に置かなければならない。
・梱包容器とトラクション・バッテリ・アッセンブリを積み重ねないこと。

平パレットへの固定

警告 :

適切な吊り上げ装置を使用すること (トラクション・バッテリの重量は約 350 kg)。

1.  8個のスリング・リング (2)を、それぞれに 2
枚の平ワッシャ (3)を取り付けて、トラクショ
ン・バッテリ (1)の側面固定ポイントに取り付
ける (「a」の部分 )。

2.  16個のシャックルを取り付けた 8個のスリン
グ (4)を、スリング・リング (2)とロード・バ
ランサ・アッセンブリ (5)および (6)に取り付
ける (「b」の部分 )。

警告 :

内部のスリング 4本 (4)は互いに交差していな
ければならない。トラクション・バッテリは歪ん
ではならない。

3.  ロード・バランサ・アッセンブリ (5)および (6)
をワークショップ・ホイストに取り付ける。

4.  トラクション・バッテリを出荷用平パレットに
載せ、右図のようにバッテリを配置する。

5.  回収日時確定後、引取依頼システムから『取扱
注意書』を印刷して、バッテリ上面に貼付する。

ダンボールを挟んで切れを防止

ダンボールを挟んで切れを防止

PPバンド2本で平パレットに固定
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注意 :

平パレットは排出者負担 / 車上渡しとする。

問い合わせ先

取り外し作業に関する問い合わせ先
Stellantisジャパン株式会社　CIAO FIAT︓0120-404-053

受付時間︓9:00 ～ 21:00　年中無休
https://www.fiat-auto.co.jp/recycle

取り外したリチウムイオンバッテリパックの回収依頼先

＜ LiB回収受付窓口＞
取り外したリチウムイオンバッテリーは、自動車再資源化協力機構（自再協）の引
取依頼システムより回収を依頼してください。
⇒リチウムイオンバッテリー（LiB）引取依頼システム（https://www.lib-jarp.org/）

＜ LiB回収、引き取り依頼についての事務的な問合わせ先＞
自動車再資源化協力機構（自再協）
0570-000-994 【平日 9:00～ 17:00（年末年始及び土日祝祭日を除く）】


